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稿
（
三
）
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⑳
　
関
東
下
知
状

（
端
裏
書
）

「
こ
れ
ハ
む
さ
し
の
か
う
の
殿
御
下
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曜
）

　
可
レ
令
三
早
左
馬
允
藤
原
能
成
、
爲
二
信
濃
蟹
春
近
領
内
樒
郷
地
頭
職
一
事

右
人
、
如
レ
元
可
レ
爲
二
彼
職
“
之
状
、
依
レ
仰
下
知
如
レ
件

　
　
（
｝
二
二
四
）

　
　
貞
鷹
三
年
十
一
月
十
一
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
守
平
（
花
押
）

〈
釈
文
〉

　
早
く
左
馬
允
藤
原
能
成
を
し
て
、
信
濃
国
春
近
領
内
土
橋
地
頭
職
た
ら
せ
し

　
む
べ
き
の
無

漏
の
人
、
元
の
如
く
彼
の
職
た
る
べ
き
の
状
、
仰
せ
に
依
っ
て
下
知
件
の
如
し

　
　
貞
応
三
年
十
一
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
守
平
（
花
押
）

〈
訳
註
〉

左
馬
允
　
令
制
で
左
馬
寮
の
三
等
官
だ
が

　
允
（
従
七
位
上
根
当
官
）
か
は
不
明
。

武
蔵
守
平
　
北
条
泰
蒔
。
承
久
元
年
（
一

、
大
鷺
（
正
七
位
下
相
当
官
）
か
町

議
一
九
）
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
、
駿

河
守
に
任
宮
、
翌
年
二
月
ま
で
に
武
蔵
守
に
転
じ
る
。
そ
の
後
、
六
波
羅
探

題
北
方
を
経
て
、
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
六
月
、
急
死
し
た
一
義
時
に
替

っ
て
三
代
執
権
に
就
任
し
た
。

〈
補
註
〉

中
野
能
成
の
復
権
　
本
号
文
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
従
来
二
つ

　
の
見
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、
比
企
氏
の
乱
に
連
座
し
て
所
領
を
失
い
、
そ
れ

　
を
建
仁
三
年
（
＝
　
〇
三
）
に
還
補
さ
れ
た
（
七
号
文
書
）
中
野
能
成
が
、

　
貞
応
三
年
（
元
仁
元
年
、
一
一
三
四
）
に
至
っ
て
、
再
び
何
ら
か
の
事
情
か

　
ら
没
収
さ
れ
、
同
年
中
に
奪
還
補
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
が
こ
の
文
書
で
あ

　
る
と
す
る
、
稲
垣
泰
彦
「
春
近
領
に
つ
い
て
」
（
七
号
文
書
乱
雲
参
照
）
に

　
み
ら
れ
る
解
釈
で
あ
る
。
稲
垣
氏
は
「
何
ら
か
の
事
情
」
を
同
年
六
月
、
執

　
権
北
条
義
聴
急
死
の
直
後
に
起
っ
た
伊
賀
氏
の
変
と
推
定
し
て
い
る
が
、
こ

　
の
説
は
小
泉
宣
右
「
御
家
人
本
間
氏
に
つ
い
て
」
（
謁
馴
記
舗
謙
鰭
日
本
中
世
政

　
治
社
会
の
研
究
』
）
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
、

　
　
も
う
一
つ
は
、
再
没
収
・
再
還
補
は
な
か
っ
た
と
の
前
提
に
立
つ
も
の
で
、

　
七
号
文
書
を
「
地
頭
職
」
の
還
補
の
文
書
と
し
た
場
合
、
本
号
文
書
と
内
容

　
的
に
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
七
号
文
書
と
本
号
文
書
の
い
ず
れ
か
が
偽
文

　
書
で
は
な
い
か
と
す
る
髭
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
野
道
哲
章
氏
は
前
号
お
よ
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び
六
号
文
書
の
二
通
を
偽
文
書
と
し
、
比
企
氏
事
件
で
没
収
さ
れ
た
志
久
見

郷
が
、
本
号
文
書
に
よ
っ
て
初
め
て
還
補
さ
れ
た
と
の
理
解
を
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
（
六
号
文
書
補
註
参
照
）
。

　
小
稿
で
は
す
で
に
、
六
号
文
書
に
つ
い
て
は
内
通
者
に
対
す
る
密
書
的
性

格
を
有
す
る
も
の
、
七
号
文
書
に
つ
い
て
は
事
書
に
「
地
頭
職
」
と
記
さ
れ

る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
得
分
取
得
の
み
を
認
可
し
た
も
の
で
、
双
方
と
も

必
ら
ず
し
も
偽
文
書
と
み
な
す
必
要
は
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
き
た
。

　
一
方
、
再
没
収
・
再
還
補
に
関
し
て
は
、
中
野
能
成
が
「
貞
応
三
年
に
所

領
を
没
収
さ
れ
た
」
こ
と
を
直
接
示
す
史
料
が
見
当
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
る
と
こ
ろ
、
能
成
に
よ
る
志
久
見
郷
地
頭
職
の
完
全
還
補
の
達
成
が
、
貞

応
三
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
史
料
が
本
号
文
書
で
あ
る
と
の
結
論
に
落

ち
着
く
。
と
す
れ
ば
、
比
企
氏
事
件
以
後
、
志
久
見
郷
の
形
式
的
な
地
頭
は

北
条
氏
（
次
号
文
書
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
重
時
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
）
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
、
能
成
は
蟄
居
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
か
、

も
し
く
は
北
条
氏
に
臣
従
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
。
『
吾
妻
鏡
臨
で
は
能
成
の
こ
と
が
約
二
十
年
間
消
息
不
明
で
、
そ

の
復
活
記
事
で
あ
る
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
十
二
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、

義
時
の
男
子
出
生
の
折
、
義
時
の
有
力
被
官
安
東
左
衛
門
尉
等
と
、
験
者
・

加
持
僧
に
給
す
る
馬
を
引
く
と
い
う
、
家
人
的
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
事
実

が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
そ
の
点
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

〈
翻
刻
〉

『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
六
一
工
～
三
頁
、
『
欄
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
六

頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』
三
三
〇
七
号
、
『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
之
ニ
ー
四
三
三

頁
．

⑪
　
北
条
泰
時
書
状

中
言
〉
馬
紀
勢
候
御
下
文
進
二
上
之
一
筆
、
こ
の
所
以
す
る
か
の
星
羅
て
思
し
問
、

（
仰
）
青
せ
あ
は
せ
ら
れ
候
と
こ
ろ
に
、
か
へ
し
た
ひ
候
へ
き
よ
し
、
告
ま
い
ら
せ
て

候
あ
ひ
た
、
御
下
文
な
さ
れ
て
緊
緊
、
か
た
き
事
に
て
候
つ
る
を
如
レ
此
給
候

こ
と
、
よ
ろ
こ
ひ
思
子
へ
候
、
こ
の
む
ね
を
も
っ
て
御
ひ
ろ
う
候
へ
く
候
、

恐
々
謹
言

　
　
　
（
＝
＝
一
四
）

　
　
「
趣
聾
祝
韓
」
十
一
月
十
三
日
　
　
武
蔵
守
泰
時
（
裏
花
押
）

進
上
　
本
間
左
衛
門
三
殿

〈
語
釈
〉

す
る
か
の
守
　
駿
河
守
。
こ
こ
で
は
北
条
重
時
。
重
時
は
修
理
亮
・
駿
河
守
・

　
相
模
守
・
陸
奥
守
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
が
、
駿
河
守
在
任
の
初
電
は
貞
応

　
二
年
（
一
二
二
三
）
五
月
。

青
せ
あ
は
す
　
「
青
」
は
「
仰
」
の
音
通
に
よ
る
宛
字
。
「
仰
せ
合
は
す
」
で

　
「
相
談
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
か
。

告
ま
い
ら
す
　
お
伝
え
申
し
上
げ
る
。
注
進
申
し
上
げ
る
。
「
ま
い
ら
す
」
は

　
あ
る
動
作
を
す
る
意
の
謙
譲
語
で
、
そ
の
動
作
の
対
象
を
敬
う
。

か
た
き
事
　
「
難
き
事
」
で
「
無
理
な
こ
と
」
。
具
体
的
に
は
所
領
還
補
の
こ

　
と
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
づ
け

裏
花
押
　
裏
判
と
も
言
う
。
下
付
（
「
奉
し
「
上
」
な
ど
、
署
名
の
下
に
付
け
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る
語
）
な
ど
と
と
も
に
、
受
取
人
に
対
す
る
敬
意
を
表
わ
す
も
の
と
さ
れ
る
。

本
間
左
衛
門
尉
　
本
間
氏
は
相
模
国
愛
甲
郡
三
智
郷
（
現
在
の
神
奈
川
県
厚
木

　
市
内
）
を
本
貫
と
す
る
御
家
人
で
、
海
老
名
季
貞
の
子
爵
（
義
と
も
）
忠
を

　
始
祖
と
し
、
出
自
は
村
上
源
氏
と
さ
れ
て
い
る
（
『
諸
家
系
図
纂
』
）
。
本
間

　
氏
一
族
で
鎌
倉
初
期
に
左
衛
門
尉
を
官
途
と
し
て
い
る
者
は
、
家
茂
・
忠
家

　
・
元
忠
・
光
忠
・
忠
貞
・
信
忠
な
ど
何
人
も
い
る
が
、
こ
の
中
で
最
も
顕
著

　
な
動
き
が
知
ら
れ
る
の
は
、
貞
応
元
年
（
＝
一
二
二
）
か
ら
所
見
さ
れ
、
伊

　
勢
国
守
護
を
兼
ね
た
北
条
時
合
の
も
と
で
守
護
代
を
勤
め
た
（
佐
藤
進
一

　
『
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
）
左
衛
門
尉
元
忠
で
、
こ
こ
で
も
そ
の
可

　
能
性
が
高
い
。
元
忠
は
能
忠
の
三
男
で
、
『
諸
家
系
図
纂
』
で
は
八
五
に
作

　
る
。
な
お
、
小
泉
宣
右
「
御
家
人
本
間
氏
に
つ
い
て
」
（
前
号
文
書
補
註
参

　
照
）
で
は
、
本
間
氏
は
当
時
、
北
条
疇
房
の
家
屋
的
地
位
に
あ
り
、
こ
の
文

　
書
の
内
容
か
ら
、
時
房
が
泰
時
に
中
野
能
成
を
執
り
成
す
こ
と
に
よ
っ
て
還

　
補
が
実
現
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。
能
成
と
北
条
時
房
の
問
に
ど
の
よ
う
な

　
関
係
が
あ
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
能
成
が
貞
応
三
年
の
伊

　
賀
氏
の
変
に
連
座
し
て
所
領
を
没
収
さ
れ
た
と
の
見
方
を
と
る
小
泉
氏
は
、

　
時
房
の
嫡
男
朝
直
の
妻
が
伊
賀
五
宗
の
女
で
あ
っ
た
点
に
、
両
者
の
接
点
を

　
晃
出
さ
れ
て
い
る
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
六
一
三
頁
、
『
聯
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
六
頁
、

　
『
鎌
倉
遺
文
』
三
三
〇
八
号
、
『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
之
二
一
四
三
三
～
四

　
頁

　
　
⑬
　
北
条
重
肩
先
行
状

（
端
蓑
儘
）

「
こ
⑳
ハ
す
る
か
の
か
う
の
殿
の
御
そ
へ
く
た
し
ふ
み
」

（
付
鍵
）

「
す
る
か
の
か
う
の
と
の
〉
そ
へ
御
く
た
し
ふ
み
」

　
　
（
國
）

信
濃
回
春
近
領
内
志
久
見
郷
地
頭
職
事

右
件
職
、
任
二
御
下
文
之
旨
ハ
馬
允
藤
原
能
成
無
二
相
違
一
可
レ
致
二
沙
汰
一
之
状
如
レ

件
　
　
（
】
二
こ
五
）

　
　
嘉
禄
元
年
九
月
九
日
　
　
　
　
　
（
花
押
）

〈
釈
文
〉

信
濃
国
春
近
領
内
志
久
西
郷
地
頭
職
の
事

右
、
件
の
職
、
御
下
文
の
旨
に
任
せ
て
、
馬
弓
藤
原
能
成
、

す
べ
き
の
状
、
件
の
如
し
、

　
　
嘉
禄
元
年
九
月
九
日
　
　
　
　
（
花
押
）

相
違
無
く
沙
汰
致

〈
語
釈
〉

そ
へ
く
た
し
ふ
み
（
副
下
文
）
　
十
一
号
文
書
（
関
東
下
知
状
）
の
副
状
と
理

　
解
し
て
の
呼
称
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
上
位
の
者
の
命
を
受
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぎ
ょ
う

　
さ
ら
に
そ
れ
を
下
位
の
者
に
実
施
す
る
よ
う
に
下
達
し
た
、
い
わ
ゆ
る
施
行

　
じ
よ
う

　
状
で
あ
る
。

（
花
押
）
　
北
条
重
時
。
重
時
は
愚
輩
時
か
ら
信
濃
国
守
護
職
を
譲
ら
れ
た
が
、

　
そ
の
在
任
を
示
す
初
見
史
料
が
本
号
文
書
で
あ
る
。
以
下
、
1
4
・
1
5
・
1
7
号

　
の
各
文
書
は
重
時
の
信
濃
国
守
護
と
し
て
の
立
場
で
発
給
さ
れ
た
も
の
。

鼠
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〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
臨
急
三
巻
六
＝
ハ
頁
、
繍
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
六
～
七

　
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
隔
三
四
〇
三
号
、
『
大
日
本
史
料
五
節
五
篇
之
二
一
七
三
〇

　
頁

qの

@
北
条
重
時
書
状

中
野
馬
允
能
成
返
給
本
領
手
近
領
内
志
久
睡
郷
事
、
謹
以
承
候
了
、
任
二
御
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
汰
）

文
｝
無
二
相
違
一
可
レ
致
工
沙
□
｝
之
由
、
令
二
下
知
一
五
了
、
又
申
事
［
〕
蒔
直
、
可
二

尋
沙
汰
仕
襖
也
・
以
二
重
電
可
下
魚
レ
二
二
見
参
給
儀
・
重
時
恐
楓
勝
．

　
　
九
月
九
日
　
　
　
　
　
　
駿
河
守
（
花
押
）

　
（
＝
三
五
）

　
「
元
仁
二
年
」

〈
釈
文
〉

中
野
馬
允
能
成
に
返
し
給
は
る
本
領
春
景
領
内
貴
国
見
郷
の
事
、
饗
し
ん
で
以

っ
て
承
り
候
ひ
了
ぬ
、
御
下
文
に
任
せ
て
相
違
無
く
沙
汰
致
す
べ
き
の
由
、
下

知
せ
し
め
候
ひ
了
ぬ
、
又
申
す
事
□
の
時
は
、
尋
ね
沙
國
仕
る
べ
く
候
ふ

也
、
此
の
圖
を
以
っ
て
、
晃
参
に
入
ら
せ
し
め
給
ふ
べ
く
候
ふ
、
重
時
恐
怪

圏
「
翫
嗣
港
　
　
駿
河
守
（
花
押
）

〈
語
釈
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
違
乱
之
力
）

［
］
時
　
　
『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
之
二
で
は
「
□
口
□
」
と
す
る
。

尋
沙
汰
　
た
ず
ね
ざ
た
。
「
沙
汰
」
は
「
水
で
ゆ
す
っ
て
砂
金
と
砂
と
を
選
び

　
分
け
る
こ
と
」
が
原
義
だ
が
、
転
じ
て
「
物
事
を
正
し
く
処
理
す
る
こ
と
扁

　
の
意
と
な
っ
た
。
ふ
つ
う
は
代
名
詞
ま
た
は
代
動
詞
の
よ
う
に
用
い
て
、
裁

　
判
・
訴
訟
・
知
行
・
命
令
・
報
告
・
評
判
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
表

　
わ
す
が
、
「
沙
汰
付
」
「
沙
汰
渡
」
な
ど
の
よ
う
に
、
前
後
に
動
詞
を
伴
な
つ

　
て
補
助
動
詞
的
に
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
尋
沙
汰
」
も
後
者
の
例
。

見
参
　
げ
ざ
ん
。
こ
こ
で
は
目
下
の
者
（
信
濃
圏
守
護
北
条
重
時
）
が
目
上
の

　
者
（
執
権
北
条
泰
蒔
）
に
対
面
す
る
意
か
。
な
お
、
本
号
文
書
は
中
野
能
成

　
に
直
接
宛
て
た
も
の
で
は
な
く
、
関
東
下
知
状
（
十
一
号
文
書
）
を
受
け
て
、

　
そ
の
旨
を
履
行
し
た
（
十
三
号
文
書
）
こ
と
を
幕
府
（
執
権
）
に
報
告
し
た
、

　
　
　
　
う
け
ぶ
み

　
い
お
ば
請
文
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
が
な
ぜ
中

　
野
氏
に
伝
来
し
た
の
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
だ
ろ
う
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
縣
第
三
巻
六
～
六
～
七
頁
、
『
聯
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
石

　
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
貼
三
四
〇
四
号
、
『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
之
ニ
ー
七
三
〇

　
頁

qの

@
北
条
重
時
御
教
書

．
趨
・
嚢
腸
盤
囎
書
…
ん
L

　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
殺
）

春
近
領
内
志
久
見
郷
守
護
所
司
入
部
事
被
レ
比
候
了
、
但
謀
叛
・
敏
害
・
夜
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

・
強
盗
・
放
火
・
刃
傷
、
如
レ
此
犯
科
之
輩
出
来
之
時
者
、
於
二
其
所
之
九
日
可

令
レ
請
二
取
犯
人
一
生
上
候
、
存
二
此
旨
帰
可
二
沙
汰
一
候
之
由
候
也
、
価
執
達
如
レ
件

　
　
（
＝
　
二
五
）

　
　
嘉
禄
元
年
九
月
十
六
日
　
　
尾
張
貞
房
奉

謹
上
　
藤
内
左
衛
門
尉
殿

1狙



信州大学教育学部紀要Nα83186

〈
釈
文
V

春
近
領
内
志
久
望
郷
に
守
護
所
司
入
部
の
事
、
止
め
ら
れ
候
ひ
了
ぬ
、
但
し
、

謀
叛
・
殺
害
・
夜
討
・
強
盗
・
放
火
・
刃
傷
、
此
の
如
き
の
輩
出
来
の
時
は
、

其
の
所
の
堺
に
於
い
て
、
犯
人
を
請
け
取
ら
せ
し
め
給
ふ
べ
く
候
ふ
、
此
の
旨

を
存
じ
、
沙
汰
す
べ
く
候
ふ
の
由
候
ふ
也
、
傍
っ
て
執
達
件
の
如
し

　
　
嘉
禄
元
年
九
月
十
六
日
　
尾
張
貞
房
奉
る

謹
上
　
藤
内
左
衛
門
尉
殿

〈
語
釈
〉

謀
叛
　
む
ほ
ん
。
天
皇
・
朝
廷
・
国
家
・
為
政
者
・
権
力
者
・
主
人
な
ど
に
反

　
逆
す
る
こ
と
。
古
代
の
日
本
律
で
は
八
虐
の
「
つ
と
さ
れ
た
。
『
養
老
律
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
へ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ほ
ん

　
の
規
定
に
よ
れ
ぽ
、
「
謀
反
」
（
配
慮
二
国
家
欄
）
と
「
謀
叛
」
（
官
給
レ
国
従
レ

　
偽
）
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
平
安
後
期
以
降
は
次
第
に
両
者
の
違
い
が

　
意
識
さ
れ
ず
、
君
主
・
主
人
に
そ
む
く
行
為
は
す
べ
て
謀
叛
と
称
さ
れ
る
よ

　
う
に
な
っ
た
。

夜
討
　
よ
う
ち
。
戦
闘
行
為
と
し
て
の
夜
襲
の
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

　
「
夜
間
、
人
家
を
襲
っ
て
財
宝
を
強
奪
す
る
」
よ
う
な
行
為
を
指
す
。

刃
傷
　
に
ん
じ
ょ
う
。
刃
物
で
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
。

尾
張
貞
房
　
伝
不
詳
。
鎌
倉
時
代
に
「
尾
張
」
を
苗
字
と
し
た
武
士
に
つ
い
て
．

　
は
、
北
条
氏
一
門
の
名
越
氏
流
の
尾
張
氏
と
得
宗
早
宮
の
尾
張
氏
が
い
た
こ

　
と
が
知
ら
れ
る
（
奥
富
敬
之
『
鎌
倉
北
條
氏
の
基
礎
的
研
究
駈
）
。
こ
こ
で
は

　
後
者
の
一
族
と
思
わ
れ
る
が
、
出
自
な
ど
は
不
明
。

奉
　
う
け
た
ま
わ
る
。
受
け
取
り
人
に
対
し
て
敬
意
を
表
わ
す
下
付
の
一
種
。

藤
内
左
衛
門
尉
　
　
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
「
藤
内
左
衛
門
尉
」
を
名
乗
り
と
し

　
た
者
に
、
藤
原
季
康
・
海
老
名
忠
行
・
藤
原
定
員
・
藤
原
能
兼
・
山
内
通
重

　
・
原
田
彫
工
な
ど
が
見
え
る
。
1
7
号
文
書
の
「
原
田
藤
内
左
衛
門
」
と
岡
　

　
人
物
で
あ
る
と
す
る
と
、
原
田
濃
密
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
が
、
宗

　
経
の
『
吾
妻
鏡
』
で
の
所
晃
時
期
が
正
嘉
元
年
（
＝
一
五
七
）
か
ら
翌
年
に

　
か
け
て
で
あ
る
点
か
ら
す
る
と
、
年
代
的
に
や
や
難
が
あ
り
、
あ
る
い
は
宗

　
経
の
親
の
代
に
あ
た
る
人
物
か
と
も
思
わ
れ
る
。
原
田
氏
の
出
自
は
不
明
だ

　
が
、
得
宗
被
官
に
原
田
を
苗
字
と
す
る
一
族
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〈
補
註
〉

守
護
の
権
限
拡
大
と
守
護
使
不
入
　
守
護
の
権
限
は
当
初
、
大
番
役
の
催
促
、

　
謀
叛
人
の
追
捕
、
殺
害
人
の
追
捕
、
の
い
わ
ゆ
る
大
犯
三
箇
条
の
み
に
限
ら

　
れ
て
お
り
、
他
の
沙
汰
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
蒙
古
襲
来
を
契
機
に
非
御

　
家
人
に
対
す
る
軍
勢
催
促
権
、
さ
ら
に
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
に
は
刈
田

　
狼
籍
の
制
止
が
職
務
に
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
次
第
に
そ
の
権
限
は
拡
大
し
て

　
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
よ
り
厳
密
に
み
る
と
、
謀
叛

　
人
・
殺
害
人
に
「
夜
討
・
強
盗
・
山
賊
・
海
賊
」
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
法

　
的
に
は
貞
永
元
年
（
＝
一
三
二
）
の
『
御
成
敗
式
目
』
が
最
初
で
あ
り
、
本

　
号
文
書
に
所
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
嘉
禄
元
年
の
段
階
で
「
夜
討
・
強
盗
・
放

　
火
・
刃
傷
」
の
犯
科
人
が
守
護
検
断
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、

　
か
な
り
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
、
「
放
火
・
刃
傷
」
の
語
が
明
確
に
現
わ
れ
る

　
の
が
、
鎌
倉
末
期
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
『
沙
汰
朱
頭
書
貼
で
あ
る
こ
と
は

　
注
意
さ
れ
る
。

　
　
一
方
、
本
号
文
書
の
主
旨
は
志
久
見
郷
を
守
護
使
不
入
の
地
と
し
て
認
め

説
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た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
犯
科
人
の
引
き
渡
し
が
「
於

其
所
堺
」
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
追
加
法
5
9
条
（
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
）

に
規
定
が
み
え
る
が
、
問
題
は
果
し
て
志
久
見
郷
が
そ
れ
に
該
当
す
る
よ
う

な
所
領
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
通
説
的
理
解
で
は
、
守

護
は
大
犯
三
箇
条
と
い
う
本
来
的
職
務
を
執
行
す
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て

管
内
の
荘
園
・
公
領
に
使
節
を
入
部
さ
せ
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
む
し
ろ

入
部
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
地
頭
の
存
在
し
な
い
本
所
｝
円
地
や
権
門
勢
家

神
社
仏
寺
領
に
限
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
た
と
え
春
近

領
と
い
う
特
殊
な
起
源
を
有
す
る
所
領
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
中
野
氏
が
地

頭
に
補
任
さ
れ
、
し
か
も
一
説
で
は
関
東
御
領
か
と
さ
れ
る
志
久
見
郷
に
、

こ
の
よ
う
な
特
権
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
の
は
、
不
審
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
本
号
文
書
は
検
討
の
余
地
が
多
分
に
あ
る
文
書

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
六
一
七
～
八
頁
、
『
鞭
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
七

　
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』
三
四
〇
六
号
、
『
大
日
本
史
料
駈
第
五
編
之
一
　
一
七
三
〇

　
～
一
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
四
年
八
月
二
九
日
　
受
理
）

プく


